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Safety＆ security have recently been a social problem in Japan. It should be taken up as a home
 
economics subject for our quality of life. However, the clothing and textile field of home economics
 
education has only treated the use and care of sewing implements and home appliances from the view-
point of safety＆ security. The purpose of this paper is to propose one area of clothing viability, for
 
example fire safety,as the focus of a lesson in junior high school home economics. This lesson could
 
include learning not only about clothing materials but also clothing and textile in general. Further-
































































































































































































































































































































































































































































（組成表示） 衣服 炎の先に近づけた時 炎から遠ざけた時 煙 何に似たにおい? 灰
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維製品が住宅火災の着火物第１位であることから、暖
房器具の設置場所やじゅうたん・カーテンなどに多い
防炎物品について説明し、火災予防から安全な住生活
に展開することは、さらに直接的な教材である。
学習指導要領の「⑶衣生活、住生活などの生活の工
夫」の項で、イ衣服に関心をもつ、課題を持って衣生
活について工夫する指導に展開することも可能であ
る。
⑵「C 衣生活・住生活と自立」以外
新学習指導要領では、「D 身近な消費生活と環境」
の取り扱いは、内容の「A 家族・家庭と子どもの成
長」、「B 食生活と自立」または「C 衣生活・住生活
と自立」の学習との関連を図り、実践的に学習できる
ようにすること、と明記されている。前述のクールビ
ズは、環境に配慮した衣服の着方であるし、この着方
を生かして二酸化炭素の削減に役立てようという実験
題材を日下部らは紹介している???。まさしく、衣生活の
内容と環境学習との関連である。
燃焼実験によって、繊維の原料にはペットボトルと
同様に石油から作られているものがあるという本時の
学習内容は、ペットボトルがマテリアルリサイクルさ
れて繊維として再利用されている???ことの理解へとつ
ながる。さらに、石油から作られているプラスチック
類は、燃やすと有毒ガスがでることや生分解性がない
こと、食品トレーの中にはリサイクルが確立して分別
回収されるプラスチック類があることなど、繊維の燃
焼実験からゴミ問題やリサイクルといった環境教育へ
と発展させることも可能である???。環境問題だけでな
く、プラスチックが分別できるものとできないものが
あり、それを識別マークから学習することは、消費生
活の内容とも関連するであろう。食品トレーの問題は、
食品の販売方法などにも関連し、調理実習と併せて食
生活への関心と消費生活及び環境に関わる。それに加
えて、繊維の燃焼を生活材料の燃焼実験という視点に
変更すれば、学習指導要領のB、C、Dを複合的に教材
化することも可能となるであろう。
「着衣着火を教材として取り上げる理由」で述べた
ように、着衣着火の事故例、死亡例は65才以上の高齢
者に多く見られる。危害情報システムの病院危害情報
によると、10才未満の男児が被害者の重症例も報告さ
れている???。これらの事実を踏まえ、繊維の燃焼実験を
「A 家族・家庭と子どもの成長」の内容として、高齢
者の衣生活や幼児の生活と「安全・安心」といった教
材へ展開させることも考えられる。
以上のように、本教材は「衣生活の自立」内容にと
どまらず、現代の生活課題を解決し、実践的に学習で
きるものとして取り上げることができる位置づけも有
する。
３．他教科との関連
中学校１年の理科第１分野（物理的領域及び化学的
領域）の内容において、物質のすがた「身の回りの物
質とその性質」の中に「プラスチックを含む」という
文言が新規項目として加わった???。「身の回りの物質」
について理解することや、「性質や変化の調べ方の基礎
を身につけさせる」ことが目標となっている。理科と
数学は、2009（平成21）年４月１日から新学習指導要
領の移行措置が始まり、先行実施に伴う実践例が日本
教育新聞???に掲載された。この実践例では、種々のプラ
スチックを区別するために、密度の違いを利用して液
体に入れて結果を比較させている。この実験だけでは、
密度が近いものの区別がつきにくいことから、燃え方
を比較する実験も併用されている。まさしく、燃焼実
験である。この実践で用いられたプラスチックは４種
類であり、その一つがペットボトルのポリエチレンテ
レフタレートである。本報告において提案した繊維の
燃焼実験のポリエステルも扱われていると解釈でき
る。
中学校１年の理科の授業時数は変わらないため、新
たに加わったプラスチックの性質も１時間で終えると
ころが多いと日本教育新聞の記事に記載されている。
プラスチックの学習は、資源や環境問題につなげた授
業展開もあるとも書かれている。確かに、中学校理科
学習指導要領解説では、「理科を学ぶことの意義や有用
性を実感する機会をもたせる観点から、実社会・実生
活との関連を重視する内容を充実する。また、持続可
能な社会の構築が求められている状況に鑑み、環境教
育の充実を図る方向で内容を見直す。」と説明してい
る。理科の授業だけでは、生活者の視点を有し、実生
活との関連を含めた環境教育は困難であると思われ
る。本時の授業展開で提案した繊維の燃焼実験を「D
身近な消費生活と環境」に位置づけた場合、理科のプ
ラスチックの性質の授業とコラボレーションすること
によって、学ぶ側にとって価値のある有効な授業提案
が可能となってくると考えられる。
．今後の課題
本研究は、「燃やすことがおもしろかった」という燃
焼実験ではなく、「安全・安心」に重点を置いた教材化
提案であり、複数校の実践を踏まえた授業改善を進め
ている。今後、「安全・安心」な衣生活教材を続けて報
告する予定である。
教師は、実際の衣服を試験片として用いて燃焼実験
を実施する際に、試験布実験の結果を熟知し、繊維の
性質を踏まえた上で正確な情報を生徒たちに伝えるこ
とが要求される。授業内容とその授業に際して教師が
把握しておくべき被服の専門知識の両方を情報として
発信していくことを心がけたい。
注
注１）国民生活センターや地方自治体にある消費者センターな
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どでは、実際の衣服を燃焼実験の供試衣服として用い、着
衣着火の危険性を訴えている???????。
注２）正確には、合成繊維の一つには石油が原料ではなく、トウ
モロコシやジャガイモのデンプンが原料となっているポ
リ乳酸繊維も含まれている。
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